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肥薩おれんじ鉄道利用者アンケート調査結果
菊地　裕幸＊
１．はじめに
肥薩おれんじ鉄道は，熊本県，鹿児島県，そして沿線の市町及び JR 貨物が出資して設立された第三セ
クター鉄道会社であり，営業キロ数は熊本県八代市から鹿児島県薩摩川内市に至る116.9km である。
鹿児島国際大学経済学部菊地ゼミナールは，鹿児島県肥薩おれんじ鉄道利用促進協議会（事務局：鹿児
島県企画部交通政策課）からの委託を受け，肥薩おれんじ鉄道の利用実態や利用ニーズを把握することに
よって今後の利用促進策に反映させ，利用者の増大を図ることを目的として，2016（平成28）年8月およ
び10月に，「肥薩おれんじ鉄道利用者アンケート調査」を行った。
本稿は，アンケート調査の概要と結果についてまとめたものである1。
２．調査方法等
（１）調査日時
学生（高校生）の利用者が多いのを予想した上で，学生が少なく，観光客が多いことが予想される8月と，
学期が始まり学生が多いことが予想される10月とで傾向に違いが見られるか否かを確認したかったため，
調査を8月（6日間）と10月（5日間）の二回に分けて実施した。
（２）調査対象列車および調査対象者
調査対象列車は，調査日時における川内～出水間の39便，川内～米ノ津間の11便，川内～水俣間の16便，
出水～水俣間の16便，出水～米ノ津間の1便，計84便とした。また，調査対象者は，調査対象列車の利用
者とした。
（３）調査担当者
調査は，鹿児島国際大学経済学部の学生，教員，肥薩おれんじ鉄道の社員など，のべ45名が担当した。
　 　
キーワード：肥薩おれんじ鉄道，おれんじ食堂，阿久根駅，地元密着，高校生，情報発信，阿久根市
　 　
＊本研究所所員・本学経済学部教授
　 　
1  本調査報告は，2017（平成29）年3月末に鹿児島県肥薩おれんじ鉄道利用促進協議会に提出した成果報告書について，体裁を整
えた他は，内容を変えずそのまま掲載したものである。
調 査 報 告
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【８月   日(    )  第   組 担当者：        】 
肥薩おれんじ鉄道利用者アンケート 
Ｑ１ あなた自身について教えてください【該当項目に○】 
（１）性別は？ １．男性    ２．女性 
（２）ご年齢は？ 
１．20 歳未満  ２．20 歳代  ３．30 歳代   ４．40 歳代   ５．50 歳代 
６．60 歳代    ７．70 歳以上 
（３）ご職業は？ 
１．会社員    ２．会社役員   ３．自営業   ４．主婦   ５．パート等 
６．学生（小・中・高・専門・大学）  ７．無職   ８．その他（               ） 
（４）どなたと乗車さ
れましたか？ 
１．1 人で  ２．（     ）人で → ご関係を教えてください（a.家族と b.夫･妻･交際
相手と c.親･兄弟･親戚と d.友人と e.職場の方と f.その他（             ））
（５）お住まいは？ 
１．薩摩川内市  ２．阿久根市  ３．出水市  ４．長島町  ５．水俣市 
６．津奈木町  ７．芦北町  ８．八代市  ９．その他（                  ）
（６）自宅から最寄り
駅までの移動手段 
（           ）で（       ）分    【記載例】（ 家族の送迎 ）で（ ５ ）分 
Ｑ２ 乗車区間は？（肥薩おれんじ鉄道、新幹線、ＪＲ在来線を含めて） 
乗車駅（                  ）駅 ― 降車駅（                  ）駅  
肥薩おれんじ鉄道以外の鉄道を乗り継いだ場合の移動手段： １．新幹線 ２．ＪＲ在来線 
Ｑ３ きっぷの種類は？ 
１．普通きっぷ  ２．その他（                                                       ） 
Ｑ４ 行き先とその目的を教えてください。 
行き先                     目的                           
肥薩おれんじ鉄道
を利用した理由 
（なぜ，車やバスではなく，肥薩おれんじ鉄道を利用しているのか） 
駅から目的地まで
の移動手段 
（           ）で（       ）分    【記載例】（ タクシー ）で（ １０ ）分 
Ｑ５ 肥薩おれんじ鉄道の利用頻度は？【１つだけ○】 
１．毎日   ２．1 週間に 1 回程度   ３．1 月に 1 回程度   ４．3 月に 1 回程度 
５．半年に 1 回程度  ６．1 年に 1 回程度  ７．ほとんど乗らない  ８．その他（              ） 
Ｑ６ どうすれば利用頻度が高まると思いますか。 
 
 
 
Ｑ７ 肥薩おれんじ鉄道に対して，改善してほしい点がありますか。  
 
 
 
Q８ 駅の活用方法について，何かご提案がありませんか。 
 
 
 
 
アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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【１０月    日(    )  第   組 担当者：          】 
第２回 肥薩おれんじ鉄道利用者アンケート 
Ｑ１ あなた自身について教えてください【該当項目に○】 
（１）性別は？ １．男性    ２．女性 
（２）ご年齢は？ 
１．20 歳未満  ２．20 歳代  ３．30 歳代   ４．40 歳代   ５．50 歳代 
６．60 歳代    ７．70 歳代  ８．80 歳以上 
（３）ご職業は？ 
１．会社員    ２．会社役員    ３．農業・自営業    ４．教員・公務員    
５．主婦    ６．パート等    ７．学生（小・中・高・専門・大学）    ８．無職    
９．その他（                      ） 
（４）どなたと乗車さ
れましたか？ 
１．1 人で  ２．（     ）人で → ご関係を教えてください（a.家族と b.夫･妻･交際
相手と c.親･兄弟･親戚と d.友人と e.職場の方と f.その他（             ））
（５）お住まいは？ 
１．薩摩川内市  ２．阿久根市  ３．出水市  ４．長島町  ５．水俣市   
６．八代市  ７．鹿児島市  ８．熊本市  ９．その他（                  ）
Ｑ２ 肥薩おれんじ鉄道の乗車区間は？ 
乗車駅（                  ）駅 ― 降車駅（                  ）駅  
Q３ 新幹線や JR 在来線への乗り換えはありますか（ありましたか）？ 
１．ある       ２．ない 
「１．ある」と答えた
方にご質問します。 
（１）乗り換えの駅を教えてください 
１．川内駅   ２．出水駅   ３．新水俣駅   ４．八代駅   ５．新八代駅   
６．その他（                     ） 
（２）乗り換え後、どこまで行かれる予定ですか？（乗り換え前、どこから乗車されました
か）？ 
１．鹿児島中央駅  ２．伊集院駅  ３．神村学園前駅  ４．串木野駅  
５．隈之城駅  ６．熊本駅  ７．博多駅  ８．その他（                ） 
Ｑ４ きっぷの種類は？ 
１．普通きっぷ   ２．定期券   ３．回数券   ４．Happy Birthday Ticket   ５．わくわく切符   
６．１日フリー乗車券   ７．JR・おれんじトコトコ 2 枚きっぷ   ８．JR・おれんじぐるりんきっぷ   
９．旅名人の九州満喫きっぷ（JR 九州）   10．その他（                                     ） 
Ｑ５ 目的地についておたずねします。 
（１）どこに行かれる予定ですか？（例：○○公園 等） 
 
 
（２）その目的を教えてください。 
１．通勤   ２．通学   ３．部活動   ４．帰宅   ５．観光   ６．買い物   
７．レジャー   ８．人と会うため   ９．その他（                   ） 
Ｑ６ 肥薩おれんじ鉄道を利用した理由は？（なぜ、車やバスではなく、肥薩おれんじ鉄道を利用しているのか？） 
 
 
 
 
 
 
Ｑ７ 肥薩おれんじ鉄道の利用頻度は？【１つだけ○】 
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１．毎日  ２．1 週間に 1～3 回程度  ３．1 月に 1 回程度  ４．3 月に 1 回程度 
５．半年に 1 回程度  ６．1 年に 1 回程度  ７．ほとんど乗らない  ８．その他（               ） 
 
Q８ 運賃について，お考えをお聞かせください。 
（１）他の交通機関と比べて高いと思いますか、安いと思いますか。 
１．安い    ２．やや安い    ３．普通    ４．やや高い    ５．高い 
（２）運賃の設定（高くなる・安くなる）が変わると、（通勤・通学以外での）あなたの肥薩おれんじ鉄道を利用す
る頻度も変わると思いますか？ 
１．変わる     ２．変わらない    ３．分からない 
（３）上の質問で「３．変わらないと思う」と答えた方にご質問します。それはなぜですか。具体的に教えてくだ
さい。 
 
 
Ｑ９ 現在の運行ダイヤや、車両数等について、満足していますか？ 
１．満足    ２．やや満足    ３．普通    ４．やや不満    ５．不満 
「４．やや不満」「５．不満」と答えた方にご質問します。どのような点が不満ですか。具体的に教えてくださ
い。 
 
 
Q１０ 新幹線や JR 在来線との接続状況はどうですか？ 
１．満足    ２．やや満足    ３．普通    ４．やや不満    ５．不満 
「４．やや不満」「５．不満」と答えた方にご質問します。どのような点が不満ですか。具体的に教えてくださ
い。 
 
 
Q１１ 駅員や運転士などの対応はどうですか？ 
１．満足    ２．やや満足    ３．普通    ４．やや不満    ５．不満 
「４．やや不満」「５．不満」と答えた方にご質問します。どのような点が不満ですか。具体的に教えてくださ
い。 
 
 
Q１２ どうすれば、利用頻度が高まると思いますか。  
 
 
 
 
Ｑ１３ その他、肥薩おれんじ鉄道に対して、改善してほしい点がありますか。  
 
 
 
 
 
 
アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 
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（４）調査内容
8月および10月のアンケート調査における調査票は，72～74頁のとおりである。
３．アンケート調査の結果について
（１）8月調査の結果
（a）回答者の個人属性
回答者は191名，そのうち男109名，女82名であった。回答者の年齢構成は，20歳未満96名（男50名，女
46名），20歳代22名（男15名，女7名），30歳代4名（男4名，女0名），40歳代20名（男15名，女5名），50歳
代17名（男12名，女5名），60歳代18名（男8名，女10名），70歳以上14名（男5名，女9名）であり，20歳未
満が全体の50.3％を占めた。これは，通学利用の高校生が多いことによるものと思われる（図表1-1）。
図表1-1　年齢と性別のクロス集計
性別
合計
男 女
年齢
20歳未満
度数 50 46 96
総和の % 26.2% 24.1% 50.3%
20歳代
度数 15 7 22
総和の % 7.9% 3.7% 11.5%
30歳代
度数 4 0 4
総和の % 2.1% 0.0% 2.1%
40歳代
度数 15 5 20
総和の % 7.9% 2.6% 10.5%
50歳代
度数 12 5 17
総和の % 6.3% 2.6% 8.9%
60歳代
度数 8 10 18
総和の % 4.2% 5.2% 9.4%
70歳以上
度数 5 9 14
総和の % 2.6% 4.7% 7.3%
合計
度数 109 82 191
総和の % 57.1% 42.9% 100.0%
回答者の職業等で最も多かったのは，学生99名で全体の46.3％を占めた。次いで会社員49名（22.9％），
無職20名（9.3％），パート等15名（7.0％），自営業12名（5.6％）等であった（図表1-2）。
図表1-2　職業
度数 有効パーセント
会社員 49 22.9
会社役員 3 1.4
自営業 12 5.6
主婦 2 0.9
パート等 15 7.0
学生 99 46.3
無職 20 9.3
その他 14 6.5
合計 214 100.0
回答者の住まいは，阿久根市が最も多く57名（29.1％），次いで出水市46名（23.5％），薩摩川内市25名（12.8％），
鹿児島市11名（5.6％），熊本市7名（3.6％），長島町および兵庫県各6名（3.1％）の順であった（図表1-3）。
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図表1-3　住まい
自宅から最寄り駅までの移動手段については，車（送迎を含む）が最も多く79名（44.4％），次いで徒
歩48名（27.0％），自転車31名（17.4％），バイク7名（3.9％），バス6名（3.4％）等の順となった（図表
1-4）。また，自宅から最寄り駅までどのぐらい時間がかかるかについては，「1～5分」が最も多く64名
（30.2％），次いで「6～10分」58名（27.4％），「11～15分」23名（10.8％）等であった。75％以上の人が自
宅から最寄り駅まで20分以内という回答であった。その一方で，61分以上かかるという回答も33名
（15.6％）見られた（図表1-5）。
図表1-4　自宅から最寄り駅までの交通手段
度数 有効パーセント
車 79 44.4 
徒歩 48 27.0 
自転車 31 17.4 
バイク 7 3.9 
バス 6 3.4 
電車 4 2.2 
タクシー 3 1.7 
合計 178 100.0
図表1-5　自宅から最寄り駅まで何分？
度数 有効パーセント
1～5分 64 30.2 
6～10分 58 27.4 
11～15分 23 10.8 
16～20分 16 7.5 
21～25分 4 1.9 
26～30分 8 3.8 
31～60分 6 2.8 
61分～ 33 15.6 
合計 212 100.0
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（b）回答者の乗車区間
回答者の乗車区間について質問したところ，最も多かった回答は，「川内－八代」で15名（7.4％），次
いで「阿久根－川内」14名（6.9％），「阿久根－鹿児島中央」12名（5.9％），「阿久根－出水」および「阿
久根－西出水」各11名（5.4％），「出水－水俣」9名（4.4％），「阿久根－上川内」8名（3.9％）等の順であっ
た（図表1-6）。
図表1-6　乗車区間
（c）回答者の利用きっぷの種類
回答者の利用きっぷの種類について質問したところ，最も多かった回答は，「普通きっぷ」109名で全体
の54.2％ を占めた。次が「定期券」で59名（29.4％）となり，この「普通きっぷ」と「定期券」の2つで
全体の8割超を占めた。その他としては，「わくわく切符」7名（3.5％），「JR･ おれんじトコトコ2枚きっぷ」
7名（3.5％），「ぐるりん切符」6名（3.0％），「旅名人の九州満喫きっぷ」（JR 九州の切符）5名（2.5％）と，
少数ながらも企画きっぷの利用者が見られた（図表1-7）。
図表1-7　きっぷの種類
度数 有効パーセント
普通きっぷ 109 54.2
2枚チケット 1 0.5
ぐるりん切符 6 3.0
フリーきっぷ 2 1.0
わくわく切符 7 3.5
回数券 1 0.5
青春18きっぷ 2 1.0
定期券 59 29.4
旅名人の九州満喫きっぷ 5 2.5
happy birtday ticket 2 1.0
JR･ おれんじトコトコ2枚きっぷ 7 3.5
合計 201 100.0
（d）回答者の行き先
回答者の行き先については，最も多かったのが「学校」で45名（22.8％），次いで「鹿児島市内」33名
（16.8％），「阿久根」14名（7.1％），「自宅」13名（6.6％）「勤務先」11名（5.6％）等の順となった。回答
者で最も多いのが学生（高校生）であったことから，行き先として「学校」が最も多い結果となったのは
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当然であるが，「鹿児島市内」もそれに次いで多い結果となった（図表1-8）。
図表1-8　回答者の行き先
（e）肥薩おれんじ鉄道の利用頻度
肥薩おれんじ鉄道の利用頻度がどれぐらいかを質問したところ，通学・通勤目的の利用者が多いという
こともあり，「毎日」という回答が最多で74名（36.8％），次いで「ほとんど乗らない」34名（16.9％），「1
月に1回」25名（12.4％），「1週間に1回」16名（8.0％）等であった（図表1-9）。
図表1-9　利用頻度
度数 有効パーセント
毎日 74 36.8
ほとんど乗らない 34 16.9
1月に1回程度 25 12.4
1週間に1回程度 16 8.0
半年に1回程度 15 7.5
3月に1回程度 14 7.0
1年に1回程度 15 7.5
その他 21 10.4
合計 201 100.0
（f）どうすれば利用頻度が高まると思うか
利用者に「どうすれば肥薩おれんじ鉄道の利用頻度が高まると思うか」という質問をしたところ，以下
のような回答が得られた（一部抜粋）。
・出水本町，阿久根の南など市街地近くに新駅をつくる。
・本数を増やす。
・運賃を安くする。
・JR との接続をよくする。
・広告・PR の充実
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・初めて1区間300円を利用して，今後利用したいと思った。
・車内に写真や絵があると展示する人も乗る人も楽しめると思う。
・お得な切符の PR をして利用機会を広げる。
・沿線の活性化
・いろいろなイベントを打つ
・沿線に沿った人々に交流など目的を作り声をかけていく。
・地域の魅力を再発見，景観を良くする。草木の伐採。
・観光列車の増便，沿線観光スポットの開発，観光利用者増をめざす。
・各駅で物産の販売をする。
・IC カードの導入，朝の電車の時間を増やす。会社の始業に合わせる。
・列車の本数を増やしたり，各駅停車でない快速等を導入する。
・周辺の地域とのイベント。（花，川，海を利用する）
・新幹線との連絡をよくする。
・価格が高いのでもう少し安くする。スピードを上げる。昼間の利用者が少ない時間を減らし，夜や通
勤・通学の時間帯を増便する。
・1泊2日のおれんじ鉄道温泉宿泊パックを作って年1～2回の一大イベントを企画する（菜の花マラソン
のような）。春は阿久根，秋は日奈久。
・感謝デーをもっと宣伝する。
・まだまだこの路線の存在を知らない人がいるので，そういった潜在的な乗客を発掘すべきだ。
・イベントを SNS で打ち出す。
・子どもと乗って楽しくなるようなイベント
・バスとの接続便を増やす。
・到着駅から観光地までのアクセスが悪い
・八代市に住んでいるが，おれんじ鉄道の CM や宣伝をほとんど見かけない。もっとチラシや新聞，
テレビ CM などで会社の宣伝をすればよいと思う。
・快速列車を増やす。
（g）肥薩おれんじ鉄道に対して改善してほしい点
利用者に「肥薩おれんじ鉄道に対して改善してほしい点がありますか」という質問をしたところ，以下
のような回答が得られた（一部抜粋）。
・待ち時間が多い（出水駅で30分等）。
・各観光スポットでアクセス情報におれんじ鉄道ウェブサイトを紹介してもらう。理由：自家用車で訪
問することが当然のような説明をよく見かけるので。公共交通は全般的に使いにくいです。
・車両を増やしてほしい。
・座席を増やしてほしい。
・ 景観がいいので，アナウンスやシャッターチャンスのポイント，沿線のできるところをきれいにする。
・ 学生さん他荷物は上の棚に乗せて欲しい。朝の人の多いときは少しでも人が乗れるようにして欲し
い。一つのボックスに1人か2人座っている（荷物を横に置いているため）
・イベント列車を毎日運行して欲しい。
・すわり心地，車内がうるさい。
・帰りの電車の車両を増やしてほしい。
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・食堂列車の時間帯を見直してほしい。
・本数を増やす。新幹線との接続。
・改札にトイレが欲しい。
・運賃を安くしてほしい。
・終電の時間が早い。
・新幹線に時間を合わせてほしい　乗り継ぎができないときがある。
・座席を対面シートを対面でないものに変えればいい。
・川内から7時台の時間がない。
・大雨，台風の時の対応（学生さんが大変）。
・譲り合う気持ち，ルールを守る，明るく感謝の気持ち。
・自転車等をばらさないで乗せられたら。
・乗り口が分からなかった。
・改札が分かりづらかった。
・朝の時間，新幹線に合わせてほしい。
・長期の休みに車両の数を減らさないでほしい。
・乗客が多い時に１両しかなかったり，全然人が乗っていない時に2両だったりするので混む時間など
把握して編成してほしい。JR との連絡に30分以上空くこともあるのでダイヤも改善が必要だと思う。
・4人掛けの椅子だと1人で座ると占領しているみたいになるので，2人掛けとか4人掛けの椅子から2人
掛けの椅子に動かせるタイプに変更してほしい。
・終電を一本分増やしてほしい，遅らせてほしい。
・冬の暖房が利きすぎる。
・普段乗らない人は解らないので pop があればよい。
・JR や新幹線は定時に到着し定時に出発するが，おれんじ鉄道はバラバラなので，しっかりと時刻通
りに動いてほしい。
・電車の中のトイレの手を洗うところ。
・狭い，1両だけ　びっくり。
・駅弁がほしい。
・学生の多い時間の車両を増やしてほしい。
・駅員がアイソがない。
・最終列車を遅くしてほしい（11時とか）。
・せっかくなので，海側にビュー座席を設けてほしい。
・川内17：33発の列車は，学校帰りの人とかでたくさんいるけど1両しかないから座れないし2両にして
ほしい。
・土曜，休日の朝夕以外に快速列車はなく，普通列車ばかりで遅いと思う。平日も快速列車を作ってほ
しい。
・朝の時間，車両を増やしてほしい。
・駅下車後の二次交通の案内等。
・くさい，トイレをきれいにする。
・18：53発の電車を，上川内駅で長く止まるなら，19：00発くらいにしてほしい。
・おれんじ BAR で夕食弁当を出してほしい動物園やくまもんの電車の時ひとり分の席をコアラなどを
おいているのでやめたほうがいいと思う。
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・極力ダイヤは統一（昼間毎時○分発）すれば便利になるかもしれません。例　これまで10：28　11：
15　12：45→これから10：36　11：36　12：36
・たまにトイレが流れない時があるので，点検してほしい。
・朝の本数が少ない。
・JR 在来線との乗り継ぎ時間の短縮，風水害や設備不良時の代替交通機関の準備提供。
・電車が止まった時の対応。
（h）駅の活用方法についての提案
駅の活用方法についての提案を利用者に尋ねたところ，以下のような回答が得られた（一部抜粋）。
・観光スポットとの連携。
・無人駅等もしくは駅の職員がいない時間帯が多いので広く住民にアピールするような展示会や発表の
場として利用する。
・お手洗いを使うので管理をお願いします。改札の方に最寄の観光地へのアクセスを質問することが多
いので，説明ができるようにしてほしいです（自家用車で5分と言われても外来者にはわかりません）。
・阿久根や水俣の良いスペースを活用して欲しい。
・観光案内所を兼ねた，無料でお茶か水が飲めるスペースがあればいいと思う。
・野田郷の1番乗り場待合場が遠いから不便。
・イベントを短期で定期的に PR。
・食事をするところを増やす。
・各駅でイベントをやればいい。
・コンビニと駅の一体化。
・どんな業種でもいいから（100円ショップ，家電量販店 etc）店が併設されればいい。
・西出水駅のトイレにトイレットペーパーをつけてほしい。
・何かとコラボすればいいのでは。　例スタバ etc
・道の駅（売店）。
・無人駅でも防犯カメラをつける。　
・自転車等をばらさないで乗せられたら。
・地域一体化で PR する。
・駅の近くにあるお店とかがあれば待つときによい。
・特にはないが，ヤンキーや不良のたまり場でないようにしてほしい。イメージがよくないと思う。
・またゆっくり来たい。
・売り出し等　わかりやすく。
・駅マルシェをよくやっているのを見かけるので，ホームや待合所を使って駅カフェをやってみてはい
かがでしょうか？
・駅に温泉や店を設備する。
・フェスを利用する。
・阿久根駅のようにほかの駅でもイベントを開催できたらいい。
（２）10月調査の結果
（a）回答者の個人属性
10月調査における回答者は207名，そのうち男80名（38.6％），女127名（61.4％）であった。8月調査に
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おいては，男109名（57.1％），女82名（42.9％）と男の方が多かったが，10月調査では女の方が多かった。
回答者の年齢構成は，20歳未満67名（男29名，女38名），20歳代25名（男7名，女18名），30歳代15名（男7
名，女8名），40歳代16名（男8名，女8名），50歳代36名（男13名，女23名），60歳代28名（男11名，女17名），
70歳代15名（男3名，女12名），80歳以上5名（男2名，女3名）であった（図表2-1）。
図表2-1　年齢と性別のクロス集計
性別
合計
男 女
年齢
20歳未満
度数 29 38 67
総和の % 14.0% 18.4% 32.4%
20歳代
度数 7 18 25
総和の % 3.4% 8.7% 12.1%
30歳代
度数 7 8 15
総和の % 3.4% 3.9% 7.2%
40歳代
度数 8 8 16
総和の % 3.9% 3.9% 7.7%
50歳代
度数 13 23 36
総和の % 6.3% 11.1% 17.4%
60歳代
度数 11 17 28
総和の % 5.3% 8.2% 13.5%
70歳代
度数 3 12 15
総和の % 1.4% 5.8% 7.2%
80歳以上
度数 2 3 5
総和の % 1.0% 1.4% 2.4%
合計
度数 80 127 207
総和の % 38.6% 61.4% 100.0%
回答者の職業等で最も多かったのは，学生75名で全体の35.5％を占めた。次いで会社員40名（19.0％），
主婦および無職各25名（11.8％），パート等20名（9.5％），教員・公務員15名（7.1％）等であった（図表
2-2）。
図表2-2　職業
度数 有効パーセント
会社員 40 19.0
会社役員 2 0.9
農業・自営業 7 3.3
教員・公務員 15 7.1
主婦 25 11.8
パート等 20 9.5
学生 75 35.5
無職 25 11.8
その他 2 0.9
合計 211 100.0
回答者の住まいは，阿久根市が最も多く63名（31.0％），次いで出水市47名（23.2％），薩摩川内市31名
（15.3％），鹿児島市13名（6.4％），水俣市8名（3.9％），東京都7名（3.4％），長島町5名（2.5％）の順であっ
た（図表2-3）。阿久根市から鹿児島市までの順位は8月調査と同じであった。
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図表2-3　住まい
（b）利用者の乗車区間
利用者の乗車区間について質問したところ，最も多かった回答は，「阿久根－川内」で36名（17.3％），
次いで「阿久根－出水」16名（7.7％），「川内－八代」13名（6.3％），「川内－出水」12名（5.8％），「阿久
根－西出水」9名（4.3％）等の順であった（図表2-4）。「阿久根－川内」間は，8月調査では「川内－八代」
間に次いで第2位の利用者数であったが，10月調査では利用者数の最も多い区間となった。そこで，「阿久
根－川内」間の利用者の傾向を分析してみたところ，年齢層は「50歳代」10名，「60歳代」6名，「20歳未満」
および「40歳代」各5名，「30歳代」および「70歳代」各3名，「20歳代」および「80歳以上」各2名，「70歳
代」1名であった。職業は「主婦」8名，「教員・公務員」7名，「無職」6名，「会社員」および「学生」各5
名等であった。住まいは「阿久根市」15名，「鹿児島市」7名，「薩摩川内市」および「出水市」各1名等で
あった。きっぷの種類は「普通きっぷ」14名，「JR・おれんじトコトコ2枚きっぷ」12名，「定期券」7名
等であった。ここから「阿久根－川内」間の利用者としては，「学生」よりも「主婦」や「教員・公務員」，
「会社員」，「無職」等が多く，「教員・公務員」や「会社員」については「出張目的」が多く，それ以外の
「主婦」や「無職」等については，「いせえび祭りに行く」，「ぶえん館に行く」，「阿久根駅を見たい」，「お
れんじ鉄道を利用したかった」等の理由が見られたことから，観光等の目的が多く，また「実家に帰る」，
「お墓まいり」，「知人のお見舞いに行く」といった理由も多く見られた。逆に阿久根から鹿児島方面へ「買
い物へ行く」，「遊びに行く」といった理由も見られた（図表2-5，図表2-6，図表2-7）。
― 84 ―
地域総合研究　第45巻　第 1号（2017年）
図表2-4　乗車区間
図表2-5　「阿久根－川内」間利用者における年齢と職業のクロス集計
年齢
20歳未満 20歳代 30歳代
職業 会社員 0 1 1
農業・自営業 0 0 0
教員・公務員 0 0 1
主婦 0 0 1
パート等 0 1 0
学生 5 0 0
無職 0 0 0
合計 5 2 3
図表2-6　「阿久根－川内」間利用者における職業と住まいのクロス集計
住まい
薩摩川内市 阿久根市 出水市
職業 会社員 0 2 0
農業・自営業 0 0 0
教員・公務員 0 4 1
主婦 1 2 0
パート等 0 1 0
学生 0 5 0
無職 0 1 0
合計 1 15 1
図表2-7　「阿久根－川内」間における職業ときっぷの種類のクロス集計
きっぷの種類
普通きっぷ 定期券 トコトコ
職業 会社員 3 2 0
農業・自営業 2 0 0
教員・公務員 3 0 4
主婦 4 0 3
パート等 0 0 1
学生 0 5 0
無職 2 0 4
合計 14 7 12
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（c）新幹線や JR在来線への乗り換えの有無
利用者に「新幹線や JR 在来線への乗り換えはありますか（ありましたか）」という質問をしたところ，
「ある」が95名（44.4％），「ない」が119名（55.6％）であった。
「ある」と答えた方に「乗り換えの駅」および「乗り換え後の目的地」について質問したところ，「乗り
換えの駅」については，「川内駅」が圧倒的に多く69名（74.2％），次いで「出水駅」12名（12.9％），「八
代駅」11名（11.8％）であった。「乗り換え後の目的地」については，最も多かったのが「鹿児島中央駅」
で40名（50.6％），次いで「博多駅」8名（10.1％），「神村学園前駅」7名（8.9％），「隈之城駅」5名（6.3％），
「串木野駅」および「日奈久温泉駅」各4名（各5.1％）の順であった（図表2-8，図表2-9，図表2-10）。
図表2-8　乗り換えはあるか？
度数 有効パーセント
ある 95 44.4
ない 119 55.6
合計 214 100.0
図表2-9　乗り換えの駅は？
度数 有効パーセント
川内 69 74.2
出水 12 12.9
八代 11 11.8
新八代 1 1.1
合計 93 100.0
図表2-10　乗り換え後，どこまで行く予定か？
（d）回答者の利用きっぷの種類
回答者の利用きっぷの種類について質問したところ，「普通きっぷ」82名（41.2％），「定期券」77名
（38.7％）とこの二つのきっぷで約8割を占めた。その他としては，「JR･ おれんじトコトコ2枚きっぷ」13
名（6.5％）「わくわく切符」11名（5.5％），「旅名人の九州満喫きっぷ」（JR 九州の切符）5名（2.5％），「ぐ
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るりん切符」4名（2.0％），と，少数ながらも企画きっぷの利用者が見られた（図表2-11）。きっぷの種類
に関する利用者の傾向は，基本的には8月調査と同様のものであると言える。
図表2-11　きっぷの種類
度数 有効パーセント
普通きっぷ 82 41.2
定期券 77 38.7
回数券 2 1.0
Happy Birthday Ticket 2 1.0
わくわく切符 11 5.5
1日フリー乗車券 3 1.5
JR おれんじトコトコ2枚きっぷ 13 6.5
JR おれんじぐるりんきっぷ 4 2.0
旅名人の九州満喫きっぷ 5 2.5
合計 199 100.0
（e）列車利用の目的について
列車利用の目的について質問したところ，「帰宅」55名（28.1％），「通学」34名（17.3％），「通勤」26名
（13.3％），「人と会うため」25名（12.8％），「観光」14名（7.1％）等となった（図表2-12）。
図表2-12　列車を利用する目的
度数 有効パーセント
通勤 26 13.3
通学 34 17.3
帰宅 55 28.1
観光 14 7.1
買い物 8 4.1
レジャー 9 4.6
人と会うため 25 12.8
その他 25 12.8
合計 196 100.0
（f）肥薩おれんじ鉄道を利用した理由について
「肥薩おれんじ鉄道を利用した理由は？（なぜ，車やバスではなく，肥薩おれんじ鉄道を利用している
のか？）という質問をしたところ，以下のような回答が得られた（一部抜粋）。
・通学のため。
・通勤のため。
・おれんじしかないから。
・ハロウィンの作品を見たくて。
・ゆっくりできるため。
・自動車免許を持っていないから。
・家が駅から近いから。
・飲酒したから。
・新幹線より安いから。
・景色を楽しむため。
・阿久根駅に寄るのが楽しみだから。
・バースディチケットがあると聞いたので。
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・わくわく切符を知ったので。
・車の運転が苦手だから。
・一度乗ってみたかったから。
・安心安全だから。
（g）肥薩おれんじ鉄道の利用頻度
肥薩おれんじ鉄道の利用頻度がどれぐらいかを質問したところ，通学・通勤目的の利用者が多いという
こともあり，「毎日」という回答が最多で79名（38.7％），次いで「1週間に1～3回」29名（14.2％），「1月
に1回」および「ほとんど乗らない」各28名（13.7％）等であった（図表2-13）。
図表2-13　利用頻度
度数 有効パーセント
毎日 79 38.7
1週間に1～3回 29 14.2
1月に1回 28 13.7
3月に1回 6 2.9
半年に1回 9 4.4
1年に1回 13 6.4
ほとんど乗らない 28 13.7
その他 12 5.9
合計 204 100.0
（h）運賃について
運賃について，「他の交通機関と比べて高いと思いますか，安いと思いますか」という質問をし，5段階
評価（安い，やや安い，普通，やや高い，高い）で回答してもらったところ，「安い」と回答した人が25
名（13.8％），「やや安い」が11名（6.1％），「普通」が74名（40.9％），「やや高い」が47名（26.0％），「高い」
が24名（13.3％）となった（図表2-14）。「安い」5，「やや安い」4，「普通」3，「やや高い」2，「高い」1と
して平均値を求めたところ，平均値は2.81であった。「普通」よりもやや「高い」が多い結果となった。
図表2-14　運賃について
度数 有効パーセント
安い 25 13.8
やや安い 11 6.1
普通 74 40.9
やや高い 47 26.0
高い 24 13.3
合計 181 100.0
「運賃の設定（高くなる・安くなる）が変わると，（通勤・通学以外での）あなたの肥薩おれんじ鉄道を
利用する頻度も変わると思いますか」という質問をしたところ，「変わらない」と回答した人が73名
（42.9％），「変わる」が60名（35.3％），「わからない」が37名（21.8％）であった（図表2-15）。
図表2-15　運賃設定が変わると利用頻度も変わるか？
度数 有効パーセント
変わる 60 35.3
変わらない 73 42.9
わからない 37 21.8
合計 170 100.0
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上の質問で「変わらない」と答えた人に対して，その理由を聞いたところ，以下のような回答が得られ
た（一部抜粋）。
・利用しないと学校に行けないから（どうせ定期券だから）
・通勤で使っているから
・手段がこれしかないから
・高いが利便性が良いので
・自動車の方が便利だから
・急行などがないから
・乗る目的あまりない
・親しだいで変わる
（i）現行の運行ダイヤ，車両数等について
「現行の運行ダイヤ，車両数等について，満足していますか」という質問をし，5段階評価（満足，やや
満足，普通，やや不満，不満）で回答してもらったところ，「満足」と回答した人が32名（18.7％），「や
や満足」が18名（10.5％），「普通」が56名（32.7％），「やや不満」が42名（24.6％），「不満」が23名（13.5％）
であった（図表2-16）。「満足」5，「やや満足」4，「普通」3，「やや不満」2，「不満」1として平均値を求
めたところ，平均値は2.96であった。「普通」よりもやや「不満」が多い結果となった。
図表2-16　現行の運行ダイヤ等に満足しているか？
度数 有効パーセント
満足 32 18.7
やや満足 18 10.5
普通 56 32.7
やや不満 42 24.6
不満 23 13.5
合計 171 100.0
上の質問で「やや不満」，「不満」と答えた人に対して，その理由を聞いたところ，以下のような回答が
得られた（一部抜粋）。
・本数が少ない
・JR との乗り換えが不便
・夕方の混む時間に車両が1両だから
・もう少し遅い時間帯（22時過ぎ）に運行してほしい
・終電が早い
・新幹線と時間を合わせて
・車両が少なくお年寄りが座れない
・学生中心に考えすぎている！
・接続の時間が悪い
・1時間に1本だと本数が少ない
・快速がほしい
・急行などがない
（j）新幹線や JR在来線との接続状況について
「新幹線や JR 在来線との接続状況はどうですか」という質問をし，5段階評価（満足，やや満足，普通，
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やや不満，不満）で回答してもらったところ，「満足」と回答した人が40名（23.8％），「やや満足」が9名
（5.4％），「普通」が84名（50.0％），「やや不満」が26名（15.5％），「不満」が9名（5.4％）であった（図表
2-17）。「満足」5，「やや満足」4，「普通」3，「やや不満」2，「不満」1として平均値を求めたところ，平
均値は3.27であった。「普通」よりもやや「満足」が多い結果となった。
図表2-17　新幹線や JR在来線との接続状況はどうか？
度数 有効パーセント
満足 40 23.8
やや満足 9 5.4
普通 84 50.0
やや不満 26 15.5
不満 9 5.4
合計 168 100.0
上の質問で「やや不満」，「不満」と答えた人に対して，その理由を聞いたところ，以下のような回答が
得られた（一部抜粋）。
・出水駅でおれんじ鉄道から新幹線，または逆パターンであっても乗り換えに時間がかかる。
・待ち時間（乗換えがスムーズにいかない）。
・平日にも在来線と数本繋げてもいいと思う。
・便が少ないと思います。お客様（観光客）を増やす工夫して増やすべきでは？
・3分しか乗り換えの時間がないから。
・新幹線との時間を合わせて！
・川内駅で待つときが多い。
・（新幹線）出水駅から八代方面の乗換えで待ち時間が長すぎて使用しない事が多い。
・今日も本当は在来線で川内まで来て乗り継ぐ予定でしたが，JR のダイヤの乱れで（大雨）この列車
を逃すと次は1時間後なので仕方なく特急券を買い足しました。JR と連動してくれるとありがたい
（緊急事態の場合）。
・新幹線は接続が良くない。
・阿久根で待たされた。
・川内発の6時台の便，阿久根発の16時7分，17時2分発は接続がよい。しかしその他の時間帯は川内駅
で待つ時間が長い。
・時間がかかる。
・中央駅行きの接続が少ない。
・本数が少ない。
・待ち時間が長い。
「やや不満」，「不満」と答えた人の回答を見てみると，平均値3.27という結果に反して，「やや不満」，「不
満」と回答した人の接続状況に対する不満は大きいように思われる。これは，乗り換えをする人，しない
人にかかわりなく，すべての利用者に対して接続状況に関する質問を行ったことから，学生（高校生）等
乗り換えを必要としていない人は特段不便を感じることもなく「満足」や「やや満足」と回答したのに対
して，実際に乗り換えを必要としている人にとってみれば，乗り換え状況の改善は切実な課題であるとい
うことを示しているように思われる。実際，職業別の平均値を算出したところ，「学生」（61名）3.44，「無
職」（19名）3.74，「パート等」（13名）3.62は比較的高かったのに対し，「教員・公務員」（14名）2.71や「農
業・自営業」（6名）2.67は比較的低い結果となった（図表2-18）。
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なお，「やや不満」，「不満」と回答した人の住まいは，阿久根市，出水市，鹿児島市が多く，また乗車
区間は「阿久根－川内」間が多かった（図表2-19，図表2-20）。
図表2-18　新幹線や JR在来線との接続状況と職業のクロス集計
職業
合計会社員 会社
役員
農業・
自営業
教員・
公務員
主婦 パート
等
学生 無職 その他
新 幹 線 や JR
在来線との接
続状況
満足 3 0 0 3 5 5 15 9 0 40
やや満足 2 1 0 0 1 0 5 0 0 9
普通 17 1 4 5 8 6 34 7 2 84
やや不満 8 0 2 2 2 2 6 2 2 26
不満 0 0 0 4 3 0 1 1 0 9
合計 30 2 6 14 19 13 61 19 4 168
平均値 3.00 3.50 2.67 2.71 3.16 3.62 3.44 3.74 2.50 3.27
図表2-19　接続状況に「不満」「やや不満」と回答した人の住まい
度数 有効パーセント
阿久根市 9 28.1
出水市 6 18.8
鹿児島市 6 18.8
薩摩川内市 3 9.4
東京都 2 6.3
水俣市 1 3.1
熊本市 1 3.1
姶良市 1 3.1
西之表市 1 3.1
日置市 1 3.1
福岡県 1 3.1
合計 32 100.0
図表2-20　接続状況に「不満」「やや不満」と回答した人の乗車区間
度数 有効パーセント
阿久根－川内 12 35.3
阿久根－出水 4 11.8
出水－川内 2 5.9
草道－川内 2 5.9
阿久根－伊集院 1 2.9
阿久根－隈之城 1 2.9
阿久根－上川内 1 2.9
阿久根－西出水 1 2.9
阿久根－薩摩大川 1 2.9
薩摩大川－川内 1 2.9
出水－高尾野 1 2.9
出水－西出水 1 2.9
折口－川内 1 2.9
折口－米ノ津 1 2.9
川内－水俣 1 2.9
川内－八代 1 2.9
川内－野田郷 1 2.9
米ノ津－川内 1 2.9
合計 34 100.0
（k）駅員や運転士などの対応について
「駅員や運転士などの対応はどうですか」という質問をし，5段階評価（満足，やや満足，普通，やや不
満，不満）で回答してもらったところ，「満足」と回答した人が80名（46.0％），「やや満足」が24名（13.8％），
「普通」が63名（36.2％），「やや不満」が5名（2.9％），「不満」が2名（1.1％）であった（図表２- ２１）。「満
足」5，「やや満足」4，「普通」3，「やや不満」2，「不満」1として平均値を求めたところ，平均値は4.01
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と非常に高い値であった。多くの人が「満足」「やや満足」している状況だと言える。
図表２-21　駅員や運転士などの対応
度数 有効パーセント
満足 80 46.0
やや満足 24 13.8
普通 63 36.2
やや不満 5 2.9
不満 2 1.1
合計 174 100.0
上の質問で「やや不満」，「不満」と答えた人に対して，その理由を聞いたところ，以下のような回答が
得られた。
・自然体で癒されると思います。
・素晴らしい。
・優しい。
・優しい。
・どの方に聞いても分かりやすく教えていただいた。
・たまに悪い，怖い人が乗っている。
・良い人も居るが運転レバーをプレートで押さえたり寝てる人がいるので怖い。
・降りる際に車掌の横柄さが目立つ。
・運休遅延の情報が遅い。
・天候不良や施設の不具合等で年に何度か運行停止に遭遇するときがあるが交通量が少なく代替交通機
関がない。駅で降車して自力で何とかするように言われるときがある。会社としての対応が不適切。
（l）どうすれば利用頻度が高まると思うか
利用者に「どうすれば肥薩おれんじ鉄道の利用頻度が高まると思うか」という質問をしたところ，以下
のような回答が得られた（一部抜粋）。
・本数を増やす。
・駅のイベント，窓からの景観を良くする（あじさい，桜等）。
・JR や他の交通機関との共同割引（特にスポーツなど）。
・料金を安くする。
・沿線の人との共有感を高める工夫。
・月1チラシ配りなどして多くの方に知ってもらうべき。
・熊本，博多，鹿児島と直通運転する。思った以上に客は乗り換えを嫌がる。
・学生の通学時に満員になることが多いので，その時に車両を増やす。
・おれんじ鉄道の名にふさわしく，車内の内装をもっと工夫すべき。
・もっと地域色を前面に出して，あくまでドロ臭く。
・65歳より急にわくわくは半額になるが，55歳くらいからの方が利用者が増えるのではないか。
・IC カードの利用を開始してほしい。
・感謝デーを増やす。
・おれんじ鉄道周辺に年中行けるような観光施設があればいいと思う。
・接続が悪い！新幹線との接続をもっと考えてほしい。
・もう少し若者でも使えるお得な切符を増やしてみては。
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・観光が高まれば，メディアでもっと取り上げてもらえる。
・もっと PR すべき！
・ゆっくりとできる空間があればいいと思う。
・住民を増やす。産業の誘致。
・駅周辺に特色を出す。
・役所関係の人は自家用車をやめて電車に乗る。
・接続状況の改善。
・ 生活利用者は減少の一途をたどっている。観光利用者を増やしリピーターを増やしていくことが必
要。
・各駅でその場でしか食べられない弁当を作る（ご当地弁当）。
・海がきれいなので景色を生かして。
・ 花火大会など行事がある時，鉄道利用をもっとアピールした方が良い。増便したりしてみたらどうか。
・オーシャンライナーの毎日運行。
・車を使わない日をつくる。
・終電の時間を遅くする。
・阿久根駅などでイベントをしてほしい。
・わくわく切符等をもっと宣伝すべき。
・ 利用者のほとんどが学生か年配の方なので，ほかの人たちに対して安くお得な切符をつくってほし
い。
（m）肥薩おれんじ鉄道に対して改善してほしい点
利用者に「肥薩おれんじ鉄道に対して改善してほしい点がありますか」という質問をしたところ，以下
のような回答が得られた（一部抜粋）。
・夜8時以降の出水行の電車を増やしてほしい。
・席が横並びの電車を増やしてほしい。
・通学時間帯は2両編成にしてほしい（娘の意見）。
・経営の視点がお役所みたいかな。
・そもそも新幹線開業と在来線の分離営業を許してしまった考えがおかしいと思う。
・朝の通学時間帯に「くまもん電車」はやめてほしい。くまもん人形が邪魔。
・イベントが分かりづらい。
・もう少し快速を増やしてほしい。
・まだ乗る人がいるのに発車するところ。
・本数を増やしてほしい。
・いろんな切符があるが，PR が下手である。
・新幹線との時間を合わせて！
・IC カードが使えるようにしてほしい。
・車内がとても清潔感があり，私は好きです。頑張ってください。
・新幹線との時間を考えてほしい。
・料金の見直し。
・第三セクターの鉄道はほとんどが赤字で，公的な補助などで何とか運営している状況。JR 貨物も利
用し，鹿児島本線の途中をつないでいるおれんじ鉄道は廃線の危機感が薄いように思う。運営努力が
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足りないように感じる。
・JR の青春18きっぷが使えると良い。
・景観をいかに生かすかが大事。
・鹿児島中央駅から八代までつなげてほしい。
・終電の時間，本数を増やしてほしい。
・駅員の対応が激しい。
・くまもん人形を置いてほしい。
・線路脇の雑草を取る。
・頑張れ！
・改札からホームへの移動経路の上り下りが楽な方がいいと思いました。県外の人に積極的に PR して
いく。
・今で精一杯だと思うので，特に求めていない。
・本数，待ち時間が長い。
・料金が高い。新幹線との接続を良くしてほしい。
４．調査結果を踏まえた提言
（１）学生による提言
肥薩おれんじ鉄道の強み・長所としては，素晴らしい景観，沿線の温泉や美味しい「食」，誰もが一度
は乗ってみたいと思っている「おれんじ食堂」や「おれんじカフェ」，阿久根駅や水俣駅など沿線のおしゃ
れで魅力的な駅，くまもんや阿っくんをはじめ，沿線にはかわいいゆるキャラがたくさんいること，そし
て何と言っても，沿線の住民のみなさんの優しさ，人情，社員のみなさんのやる気，意欲（特に若い方）
などが挙げられる。
逆に，肥薩おれんじ鉄道の弱み・課題としては，沿線地域の人口減少や乗客減，十分とは言えない沿線
地域との密な連携，十分とは言えない宣伝・PR，そしてダイヤの改善も含めたさらなるサービスの向上
などといった点が挙げられる。
以上の肥薩おれんじ鉄道の魅力や課題などを踏まえ，今後の生き残り策について考えてみたい。
まず第一に，地元の人にもっともっと乗ってもらうための方策を考えていくことが重要である。そのた
めには，今以上に徹底的に地元に密着し，地元の人々にさらに愛される鉄道を目指していく必要がある。
具体的には，①地元との風通しをよくし，地元の情報を漏れなくキャッチすることによって，地元の様々
な行事やイベントに際して列車に乗ってもらうための仕掛けづくりを行っていく。②地元の人の潜在的
ニーズを掘り起こし，ニーズに応えるサービスやイベントを積極的に行っていく。たとえば，昨年（平成
28年）のハロウィンの時期には，沿線地域を巻き込んで，児童や幼児の列車内ハロウィン展を企画し，大
変好評を博した。子どもや孫の作品を見るために列車に乗車したという利用者も見られた。そのような地
元を巻き込んだ列車を活用したイベント等を創意工夫して今後も行っていくことが期待される。③2月に
は阿久根駅で「グリーンマーケット」が開催され，大変盛況であったが，そのような企画の列車版（グリー
ンマーケット in おれんじ鉄道）などを行う。④沿線には，とまピン（八代），デコポンくん（芦北），エ
コばらちゃん（水俣），つるのしん（出水），阿っくん（阿久根），あおまる（薩摩川内），そしてくまもん
やぐりぶー，おれんじーずなどなど，かわいいゆるキャラがたくさん存在している。そこで「沿線ゆるキャ
ラ大集合デー」のようなものをつくり，ゆるキャラと地域の人々や観光客が触れ合ったりイベントをした
りする日を設ける。⑤おれんじ鉄道に最も乗車してくれているのは沿線の高校生であり，高校生にさらに
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肥薩おれんじ鉄道に愛着を感じてもらうため，高校とのコラボイベントを実施する。⑥地元の役所や企業
のみなさんにも積極的に協力してもらい，肥薩おれんじ鉄道に乗ってもらうようにする。たとえば，行政
や企業等が主導して「月に1度はおれんじ乗ろうデー」を設定したり，「飲み会の日はおれんじ鉄道で」と
いうことを推進していくことが考えられる。
第二に，外国人も含め，地元外から多くの観光客に来てもらい，乗ってもらうために，さらなる工夫を
凝らしていく必要がある。そのために最も求められるのは，内外に積極的・効果的に情報発信・PR を行っ
ていくことである。また，絶景，食，温泉，歴史，文化，人情など，都会や外国にはない，ここだけの素
晴らしい地域資源を地元と一緒になって掘り起こし，磨いていく努力も欠かせない。沿線地域は，農家体
験，民泊，海釣り，平和・環境学習など，体験型観光の宝庫でもあり，近年では体験型観光や着地型観光
が重視されていることから，有望であると考えられる。もちろん，「おれんじ鉄道に乗って，うに丼祭り・
いせえび祭りへ行こう！」「おれんじに乗っておれんじ狩りへ行こう！」といったように，これまで行わ
れてきた様々なイベントやお祭りを地元と一緒になって PR し，利用拡大を目指していく取り組みも不可
欠である。また，おれんじ鉄道の名を全国的に広めるきっかけとなったおれんじ食堂やおれんじカフェの
魅力をさらに高め，売り出していくことも重要であろう。おれんじ食堂については，価格がかなり高めな
ので，もう少し低い価格帯の商品を出してもよいのではないかと思う。
私達は今回，おれんじ鉄道アンケート調査に参加させていただき，沿線には自分達の知らない素晴らし
い魅力がたくさんあることに気づくことができた。また，地域と鉄道の深い関係や，人口減少の中でも多
くの方々が地域活性化のために努力していることを学ぶことができた。この経験を活かして，将来，私た
ちも地元鹿児島のために貢献していきたいという気持ちがさらに強まった。関係各位に心より感謝した
い。
これからも，さまざまな場面で肥薩おれんじ鉄道を応援していきたい。
（２）教員による総括
（a）アンケート調査結果の主な要点について
おれんじ鉄道の利用者の職業等は，「学生」が最も多く，全体の約3割から5割を占めていた。その一方で，
残りの5割超は「学生以外」ということであり，決して無視できない数となっている。
次に利用者の住まいについて。最も多いのは「阿久根市」であった。また，「阿久根市」，「出水市」，「薩
摩川内市」の沿線3市在住者が約7割を占めていた。沿線の3市に次いで多いのが，「鹿児島市」であった。
「住まいが鹿児島市」と回答した人について，職業や利用目的を調べたところ，職業は，「会社員・公務
員」が最も多く11名，次いで「学生」と「主婦」が各5名，「無職」2名，「パート等」1名だった。この人
達の利用目的は，「仕事」，「学校」のほか，「祖母の家に行くため」，「実家に行くため」といった理由や，「観
光」目的，阿久根の「いせえび祭りに行くため」といった目的も見られた。沿線だけで見ると，人口も少
なく，利用者の増大には限界があるが，人口の多い鹿児島市まで含めて考えると，対策次第でまだまだ潜
在的利用者の掘り起こしは可能性があるのではないかと考えられる。
「列車に乗ってどこへ行くか」という問い対する回答についても，「学校」，「職場」，「自宅」を除くと，「鹿
児島市」という回答が多い結果となっている。
「おれんじ鉄道を利用した理由」について，主なものを挙げると，「通学」，「通勤」，「ゆっくりできる」，
「景色を楽しめる」，「阿久根駅によるのが楽しみだから」，「ハロウィン列車に乗るため」，「安心安全だか
ら」，「車の運転が苦手だから」，「飲酒したから」，「ハッピーバースディチケットやわくわく切符を使うた
め」などであった。ここからは，「通学・通勤」はもちろんだが，「沿線の景観や雰囲気を楽しみたい」，「阿
久根駅を楽しみたい」，「ハロウィンなどの企画列車に乗りたい」，「できれば車の運転を避け，列車で移動
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したい」，「お得な切符や企画切符を試してみたい」などといったニーズも一定程度存在していることがわ
かる。
「どうすれば利用頻度が高まるか」，「改善してほしい点」については，「地域と連携したイベントを実施
する」，「JR や新幹線との接続をよくする」，「もっと宣伝・PR をする」，「快速列車を増やす」，「昼間の利
用者の少ない時間帯を減らし，夜や通学・通勤の時間帯を増やすなど，ダイヤにメリハリをつける」，「鹿
児島などへ直通運転する。思った以上に客は乗り換えを嫌がる」，「終電の時間をもっと遅くする」，「自転
車をたたまないで乗れるようにしてほしい」，「座席が横並びの車両にしてほしい」，「海側をビュー座席に
する」，「青春18きっぷで乗れるようにしてほしい」，「社員の対応が激しい」などの回答が得られた。特に
「PR が足りない」，「接続がよくない」，「快速列車を増やしてほしい」，「終電が早い」といった意見は多
く出されており，改善できる点については早急な改善が必要であろう。「終電が早い」といった意見につ
いては，川内在住者で阿久根または出水まで通勤している方から複数，水俣在住者で鹿児島からの帰りの
方1名から寄せられている。ちなみに，出水発の下りの最終列車は21時30分，上りの最終列車は21時22分
となっている。「社員の対応」については，学生報告でもあったように，大部分の社員の方は評価が高い
ものとなっている一方，一部の，特にわりと年配の方の対応が悪いという指摘が出ている。
（b）アンケート結果から見えてきた課題と今後の方向性
まず第一に，宣伝・PR が足りないという意見が多く出された。たしかに，おれんじ鉄道のテレビコマー
シャルなどは，ほとんど見たことがない。沿線の人口減少と鉄道需要の縮小時代を迎え，これからは受け
身の姿勢ではなく，積極的に利用者を開拓していく姿勢が求められる。鹿児島市など，沿線以外の地域で
は，おれんじ鉄道沿線の素晴らしい景観やグルメ，イベントなどについて，まだあまり知らない人が多い
ように見受けられ，具体的な情報もなかなか伝わっていないように思われる。阿久根駅や水俣駅などの魅
力，新しい切符の宣伝なども含めて，鹿児島市や熊本市，さらには福岡方面まで含めた人口密集地域への
定期的な宣伝・PR 活動を行っていくことで，まずはおれんじ鉄道や沿線地域の認知度を高めていくこと
が重要である。それと関連して，おれんじ鉄道には「Happy Birthday Ticket」，「トコトコきっぷ」，「ぐ
るりんきっぷ」，「わくわく切符」，「1日フリー乗車券」など，企画切符がたくさん存在しているが，どの
ような切符なのか非常にわかりにくく，それらの違いを明確に理解している利用者が果たしてどれだけ存
在しているであろうか。様々な企画切符を打ち出して潜在的利用者を掘り起こすというのは大事なことな
ので，各駅や広告や SNS などでいかに丁寧にわかりやすく，それらの違いを説明していくかということ
が求められる。
第二に，おれんじ鉄道の利用者を増やしていくためには，沿線地域の市民，企業，役所などの協力が不
可欠である。役所をはじめ地域の広範な協力のもと，月に一度はおれんじ鉄道に乗って通勤してもらう日
をつくるとか，飲み会の日にはおれんじ鉄道で通勤してもらうなどといったことがあってもよいのではな
いであろうか。劇的な効果は難しいかもしれないが，そういった地道な取り組みを積み重ねていくことが
重要ではないかと考える。
第三に，地域と連携したイベントなどの持続的な取り組みと，その宣伝・PR 活動をセットで行ってい
くことが重要である。阿久根では，うに丼祭り，いせえび祭り，みどこい祭りなど，魅力的なお祭りがた
くさん存在している。鹿児島市内などから列車で来てもらうための創意工夫をさらに重ねていく必要があ
る。2月に阿久根駅で開催された「DEAN & DELUCA in あくね」のような，駅を活用したイベントも，
列車を利用してもらうには，うってつけである。ハロウィンの時に地域の幼稚園児を巻き込んで行った
「ハロウィン列車」も素晴らしい企画である。子どもをイベントに巻き込むことで，その親や祖父母等も
列車に乗ってくれる機会が多くなるものと思われる。
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第四に，JR や新幹線との接続やダイヤの問題について。アンケート調査では，「接続が悪い」，「本数が
少ない」，「通勤・通学時の車両数が少ない」等の意見が多く出された。また，快速列車や鹿児島中央駅ま
での直通列車の増便を望む声も多かった。できることとできないことがあるのは当然であるし，また「本
数を増やす」ということについては，むしろ，JR も含め，沿線人口が同規模の路線と比較しても多いぐ
らいであり，特に昼間の利用者数はかなり少ない実態から言えば，昼間の便を減便することも検討すべき
かもしれない。ただ，JR との「適度な接続」や，「通勤・通学時の車両の増結」などについては，利便性
や快適性の観点から，ぜひ検討すべき事項であり，また，今後，「鹿児島から北薩へ」，「北薩から鹿児島へ」
といった利用者をどう増やしていくかが1つの重要なポイントになってくると思われるので，快速列車や
直通列車の増便等についても，効果的な宣伝・PR 活動のもと，できる範囲で試験運行するなどしてみて
はいかがであろうか。その際，JR に過度に有利な条件とならないよう，県や沿線自治体が一致結束して
おれんじ鉄道をサポートし，対処してくことが重要である。
第五に，社員の対応や顧客満足度の向上について。ごく一部の年配の方以外は，総じてアンケートの評
価は高いものであった。ただ，一部の人の悪い対応がおれんじ鉄道全体の印象を悪くしてしまうという側
面もあるため，引き続き顧客満足度の向上やホスピタリティ精神の向上に意を注いでいくことが肝要であ
る。
最後に，阿久根市とおれんじ鉄道との関係について。このままおれんじ鉄道の赤字が累増して，もし仮
に廃止ということにでもなれば，一番困るのは阿久根市民である。現に，現在最もおれんじ鉄道を利用し
ているのは，阿久根市民となっている。薩摩川内市にも出水市にも新幹線の駅があるが，阿久根市にはな
い。しかも阿久根市はこれから“観光あくね”を目指そうとしているので，鉄道がなくなってしまえば計
り知れないダメージである。アンケートの自由記述にもあったように，おれんじ鉄道も，沿線の自治体も，
危機感がやや乏しいのではないかと言わざるを得ない。
おれんじ鉄道は，自らを支えてくれる基盤が阿久根市をはじめとした沿線地域でしかありえないという
ことを肝に銘じ，沿線の市民，企業，行政と密な連携をとりつつ，サービスや顧客満足度の向上に努めて
いくことが欠かせない。一方，鉄道は公共交通であり，単なる「経済的価値」だけでなく「社会的価値」
をも有している。阿久根市をはじめとした沿線地域，さらには新幹線で便益を享受している鹿児島市民を
含めた県民全体は，おれんじ鉄道の「社会的価値」をしっかりと認識しつつ，おれんじ鉄道の応援団とし
て，一体となった利用促進策やイベント等を持続させていくことが肝要である。
肥薩おれんじ鉄道と沿線地域の，今後のさらなる連携強化と，積極的顧客創造に期待したい。
最後に，本アンケート調査・報告の実施，報告書のとりまとめに際して，関係各位の皆様には大変なご
支援ご協力を賜りました。ここに厚く御礼申し上げます。なお，内容に関する責はすべて筆者が負うべき
ものであることは言うまでもありません。
